
人と動物の豊かな共生社会をめざして
～動物たちが教えてくれること～

1967年、ヤマザキ学園は「生命への畏敬」と「職業人としての自立」を建学の精神に創立。生きとし生けるものが「共生することの大切さ」を広く発信してきた。
国立科学博物館館長の林良博さんが学園の歩みとこれからの課題を語り合った。

やまざき・かおる／サンフランシスコ州立大学芸術学部卒業。麻布大学大学院獣医学
研究科修了。動物人間関係学分野  博士（学術）。1994年、ヤマザキ学園2代目理事長に就任。

さん学校法人ヤマザキ学園 理事長

学院獣医学
事長に就任。
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大学客員助教授、東京大学教授などを経て2013年から現職。

林 良博さん国立科学博物館 館長

企画・制作
朝日新聞社メディアビジネス局広告特集
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ヤマザキ学園の授業に協力しているモデル犬の森田コロくん（7歳）と、 （16歳）

周年記念対談創立50

い   けい

600名様
ご招待！

会場：有楽町朝日ホール

7月17日
13:00 ～15:00

2017年
月
祝

無
料

動物愛護と青少年の教育を考える

後援：環境省（予定）／農林水産省（予定）／厚生労働省（予定）／文部科学省／八王子市／八王子市教育委員会／八王子市学園都市推進会議／大学コンソーシアム八王子／こころの東京革命協会／国立科学博物館／（公財）日本動物愛護協会／（公社）日本動物福祉協会／（公社）日本動物病院協会／
（一社）日本小動物獣医師会／（公財）世界自然保護基金ジャパン（WWFジャパン）／（社福）日本介助犬協会／（特非）日本補助犬情報センター／（公財）アイメイト協会／（公社）日本盲導犬協会／（社福)日本聴導犬協会／（特非）聴導犬育成の会／（一社）日本ペット栄養学会／ペット法学会／
（公社）日本獣医師会／（公社）東京都獣医師会／（公社）神奈川県獣医師会／（一社）優良家庭犬普及協会／（一財）動物看護師統一認定機構／（一社）日本動物看護職協会／日本動物看護学会／ペット研究会「互」／動物との共生を考える連絡会／（一社）日本ウオーキング協会／
（一社）日本ヒューマン・ドッグウォーキング協会／（特非）日本ペットドッグトレーナーズ協会／（特非）自然と動物を考える市民会議／（一社）人とペットの幸せ創造協会／（一財）日本ヘルスケア協会／（一社）ペットフード協会／世界犬教育協会／（特非）日本動物衛生看護師協会

主催：学校法人 ヤマザキ学園
特別協力：朝日新聞社　

第7回 ヤマザキ動物愛護シンポジウム
創立50周年記念

創始者 山﨑良壽

1967

1994

2004

2010

2016

2017

1966

学校法人ヤマザキ学園認可
2代目 山﨑薫 理事長就任

ヤマザキ動物看護短期大学
開学
ヤマザキ学園大学開学
日本初の動物看護学部を設置 

創立50周年

ヤマザキ学園50年の歩み

（1919～1990）

学校組織としては世界で初めて
のイヌのスペシャリスト養成機関
「シブヤ・スクール・オブ・ドッグ・グ
ルーミング」開校

1973 「動物の保護及び管理に関す
る法律」制定

1999 「動物の愛護及び管理に関す
る法律」名称変更

2000 「動物の愛護及び管理に関す
る法律」施行

理事長 山﨑薫  環境省より
「動物愛護管理功労者大臣
表彰」を受賞

犬の正しい飼い方を指導するた
め衣食住をテーマに「犬のリビン
グ展」を渋谷駅前ビルにて開催

動物への正しい愛情を通して「生命の尊さ」を学び、調和のとれた平和な社会をめざすために
これからの私たちとペットの関係はどうあるべきなのかをシンポジウムを通して考えます。

みんなで考える、ヒトとペット
の豊かな共生社会
パネリスト

座  長

国立科学博物館  館長 林 良博氏

国立科学博物館  館長 林 良博氏

歌手・女優  ジュディ・オング氏

環境省  動物愛護管理室 室長  則久雅司氏
一般財団法人動物看護師
統一認定機構 機構長

サンフランシスコ州立大学芸術学部卒業。麻布大学大学院
獣医学研究科修了。1994年学校法人ヤマザキ学園理事長
就任。2008年にヤマザキ動物看護短期大学学長。10年に
ヤマザキ学園大学を開学し、13年に学長就任。16年に環境
省の動物愛護管理功労者大臣表彰を受ける。

東京大学大学院修了。環境庁入庁。鹿児島県庁で奄美群島
の世界自然遺産登録等に取組み、2015年より環境省自然
環境局動物愛護管理室室長就任。文化の違いによる日本
人の動物観と動物愛護管理法の関わりについて考察する。

東京大学大学院修了。動物医療における教育・研究・臨床に
従事し2014年より動物看護師統一認定機構機構長就任。
獣医師の立場から飼い主とペットの心に寄り添う動物看護師
の社会的地位向上のため公的資格化にむけ尽力。

東京大学大学院修了。ハーバード大学客員研究員、コーネル
大学客員助教授などを経て、2013年より国立科学博物館館
長就任。「ヒトと動物の関係学会」「日本獣医解剖学会」会長
歴任。著書に「ヒトと動物―野生動物・家畜・ペットを考える。」

台湾生まれ。3歳で来日し、11歳で日米合作映画「大津波」
にて女優デビュー。1979年には「魅せられて」が大ヒットし、日
本レコード大賞を受賞。介助犬サポート大使として社会におけ
る介助犬への理解を深める啓発に努める。

佐々木伸雄氏

山﨑 薫
学校法人ヤマザキ学園
ヤマザキ学園大学 動物看護学部
ヤマザキ動物専門学校　理事長少子高齢化時代における

ヒトと動物の共生

締切：7月10日（月）
※当日消印有効

お問い合わせ：ヤマザキ学園 シンポジウム事務局
ＴＥＬ：03-5540-7890（平日10:00～18:00）

〒104-8665 
東京・晴海郵便局私書箱303号
朝日新聞社 メディアビジネス局
「ヤマザキ学園シンポジウム」係
03-5972-6634
http://enq.digital.asahi.com/epost/

ハガキ

FAX
インターネット

シンポジウム会場アクセス
●ＪＲ線有楽町駅中央口または銀座口
●地下鉄（丸ノ内線･銀座線･日比谷線）
　銀座駅 Ｃ-4出口
●地下鉄（有楽町線）
　有楽町駅 Ｄ-7出口　

応募方法

【個人情報の取り扱いについて】個人情報は、本シンポジウムの事務局機能を担う朝日新聞グループ
（当社、当社グループ企業、ＡＳＡなど朝日新聞を取り扱う新聞販売所）が、招待状の発送のほか、（1）商
品・サービスの配送・提供・案内や改善・開発等の調査（2）催物案内（3）提携企業等提供の商品・サービ
ス・催物の案内やプレゼント、アンケート類の送付目的で、当社ホームページに掲載された個人情報保
護方針に従い、共同利用します。また、主催者であるヤマザキ学園が、今後行う催物の案内やアンケー
ト類の送付目的で使用します。

※応募多数の場合は、抽選となります。当選された方には
招待状をお送りします。 ※ペットの同伴はできません。

晴海通り

三越

松屋

ビッグ
カメラ

GINZA SIX

銀座一丁目駅

日比谷駅

D7

有楽町
マリオン

交通
会館

有楽町
イトシア

JR
有
楽
町
駅

Ｃ4

外
堀
通
り

東急プラザ銀座
有楽町朝日ホール
スクエアギャラリー

基調講演 パネルディスカッション

ヤマザキ学園大学は2018（平成30）年
4月1日より、「ヤマザキ動物看護大学」へ
校名変更いたします。

郵便番号、住所、氏名、
年齢、職業（学生の場合は学年）、電話番号、
参加希望人数を明記のうえ、ご応募ください。

いざというときに役に立つ
ペットと飼い主をつなぐ、

迷子札を
来場者全員に
プレゼント


